
はじめに

　乳生産の向上，肉質の改善・向上が求められて

いる今日，その対策の一つに丈夫で健康な育成牛，

素牛生産が挙げられます。この育成・素牛生産の

出発点は，取りも直さず哺育管理であり，一層重

要視させたい内容です。

　哺育管理方法については，従来から取り上げら

れてきており，この時期の給与飼料である代用乳，

および人工乳の品質改善に各社注力している事と

思います。

　そこで，次代を担う丈夫で健康な子牛作りを念

頭に，当社においても逐次哺育期飼料の品質改善，

情勢に応じた管理体系を改訂・整備してきました。

　今回は，当社代用乳にスポットを当ててライン

アップをご紹介します。

１　ネオカーフミルク「つよしくん」

　この「つよしくん」は，当社スタンダード製品

であり，ホル子牛ならびにＦ１子牛用としてご利用

いただいております。

　当社代用乳は，“より母乳に近い”代用乳とする

事を開発テーマとし，近年においては，より増体・

発育を向上させる事を主眼として品質改善に取り

組み，今般，新規原料の採用を含めて品質改良を

実施しました。

　その特長は以下の通りです。

　　①配合原料構成を見直し，流動性（サラサラ

した感触）のある物性に改善しました。

　　②中鎖脂肪酸（ＭＣＴ）を強化し，消化吸収

性を高めています。

　　③新たに酵素分解脱皮大豆粕を採用し，炭水

化物の消化性および分散性を改善しました。

　　④雪印グループの共同研究成果として，ガラ

クトオリゴ糖の利用とトヨイ菌の配合により，子

牛の腸内微生物を整えます。

　今回の改良品給与に当たっては，従来品以上に

増体向上，固形飼料である人工乳摂取が増加し，

かつ，下痢・軟便発生が低減する事が示されまし

た（図１）。

　表１につよしくんにおける給与ガイドラインを

示しましたが，つよしくんは１日２回，１回２００～

２５０ｇを１．２～２�のお湯に溶かして給与します。
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表１　ホル子牛の哺育期飼料給与ガイドライン

（１日１頭当たり）
飲水乾草（ｇ）人工乳（ｇ）つよしくん（ｇ）日齢（日）

自由 ５０
１００
１５０
２００
３００
４００
５００
６００
６５０
７５０

　１００
　３００
　６００
　８００
１，３００
１，６００
１，８００
２，０００
２，３００
２，５００

初乳
４００
５００
５００
５００

生後～７
８～１４
１５～２１
２２～２８
２９～３５
３６～４２
４３～４９
５０～５６
５７～６３
６４～７０
７１～７７

２５．９９３．１１３．３合計（㎏）
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初乳からの切替えは，即日全量切替えても構いま

せん。

　離乳の目安は３５日齢（導入子牛では４週齢）で

すが，人工乳を８００ｇ／日以上採食するようになっ

た時点で離乳可能となります。あくまでも人工乳

の採食量が基準です。ただし，虚弱な子牛などは，

１日１回の哺乳を継続した方が，その後の発育が

順調となります。

　体重４０�以下の子牛やＦ１子牛へのつよしくん給

与量は，表１ガイドラインよりも１日５０～１００ｇ減

量するとよいでしょう。

　また，粗飼料入り人工乳（北海道「乳ばなれ」，

府県「ヤングスターター」）も取りそろえており，ペ

レットタイプ，Ｐ＆Ｆタイプと合わせてご用命下

さい。

　尚，今回詳細は割愛しますが，当社では一回哺

乳システムも確立しており，当社千葉研究農場は

もとより，当北海道研究農場においても平成１０年

より通年実践し，データ蓄積を実施しています。

内容等に関して，最寄りの営業所または北海道・

千葉研究農場までお問い合わせ下さい。

２　和牛子牛専用代用乳「くろっけ」

　雪印乳業㈱受精卵移植研究所との共同開発製品

である和牛子牛専用代用乳「くろっけ」は，近年

の和牛繁殖飼養における早期離乳，ＥＴ和牛子牛

の人工哺育技術に十分対応する製品に仕上げてい

ます。

　そして，今後の和牛肥育に対応する市場性の高

い素牛生産に応えるべく，一昨年，和牛人工哺育・

育成体系を全面改訂致しました（本誌第４７巻第１０

号参照下さい）。新体系における育成期までの発育

成績を図２に示しましたが，哺育期を健康に育て

る事により，離乳後の増体も順調に推移する事が

見てとれるでしょう。

　ホル子牛より抗病性の低い和牛子牛には，消化

吸収が良く，環境ストレスなどにも抵抗力を備え，

かつ，発育に十分な栄養が摂取できる代用乳およ

び人工乳が必要となります。これらの要素を考慮

し，くろっけには；

　①つよしくんにも配合している中鎖脂肪酸（Ｍ

ＣＴ）を高濃度配合させて，子牛に素早く利

用できるエネルギー源を確保しています。

　②子牛の良質なたんぱく源となり，腸管での免

疫効果が期待される血漿たんぱく（天然アル

ブミン，グロブリン）を配合し，ガラクトオ

リゴ糖・トヨイ菌との併用で抗病性機能を高

めています。

　表２にくろっけにおける給与ガイドライ

ンを示しました。給与上のポイントは，体

重別に給与量を設定している事であり，ガ

イドラインに示された量を１日２回に分

け，１４日齢までは１回１．５�，１５日以降は１

回１．８�のお湯に溶かして給与します。導入

子牛の場合は，導入後１～７日目を馴致期

間として徐々にくろっけを増量し，導入後

８日目から規定量を給与させます。

　くろっけ同様，人工乳もしっかりと採食

させる事が肝要です。当社新体系では，哺

乳期間には嗜好性良好なペレットタイプの

スターターを採食させ，スターターの採食

表２　和牛子牛の哺育期飼料給与ガイドライン 　　 （１日１頭当たり）

飲水乾草
人工乳くろっけ（生時体重別の量）

日齢（日）
粗飼料入りスターター３５�以上２５～３５�２５�以下

自由無給与

０．５�
　３５０ｇ
　５００　
１，３００　
１，６００　
１，９００　
２，３００　

少量
１００ｇ
２５０　
４００　
５００　
５００　
５００　

初乳
４００ｇ
４００　
５００　
５００　
５００　
５００　
５００　

初乳
３６０ｇ
３６０　
４００　
４００　
４００　
４００　
４００　

初乳
３００ｇ
３００　
３６０　
３６０　
３６０　
３６０　
３６０　

生後～７
８～１１
１２～１４
１５～２１
２２～２８
２９～３５
３６～４２
４３～４９
５０～５６
５７～６３
６４～７０
７１～７７

５５．６１５．４２０．３１６．５１４．７合計（�）
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が５００ｇ／日になった頃から，離乳後の採食性が向

上する粗飼料入り人工乳を併給し，離乳後は粗飼

料入り人工乳のみとする２本立て給与方法を採用

している事も特長の一つです。そして，人工乳摂

取量が合わせて約８００ｇ／日になるまでは，人工乳

採食を主体として乾草の併給はしません。この事

は，哺乳中の和牛子牛の飼料消化能力が低いため，

栄養価が高く消化性の良いス

ターターを十分採食させ，ルー

メン機能を発達させる，という事

を主眼としています。

　離乳は，人工乳摂取量がス

ターター・粗飼料入りを合わせ

て約１�摂取する事を確認し実

施します。離乳時期としては概

ね５０日ですが，人工乳摂取量が

優先する事は変わりありません。

　当北海道研究農場では，昨年

１２月に新体系による哺育・育成

飼養を経過した肥育牛５頭を出荷し（図２），その

出荷成績概要を表３に示しました。人工哺育・育

成からの一貫肥育においても十分市場性が確保で

きるものと判断しています。

３　カーフミルク「うしっ子」

　この「うしっ子」は，ホル子牛用としてご利用

いただいていますが，つよしくんと比較して，汎

用性を高めた代用乳です。

　内容的には，つよしくんよりもホエイ原料の配

合割合を高めている他，エネルギー価を低目に設

定してあります。そのため，性能面ではつよしく

んより若干低下傾向を示しますが（図３），人工乳

摂取量が十分確保できれば，発育に問題はありま

せん。給与ガイドラインは，表１と同様ですが，

人工乳の給与量は，１割程多目にするとよいで

しょう。そこで，

�哺育期間を十分取りたい。

�多頭飼育によるコスト面を考慮したい。

などを要望されている方々にお勧めします。

　以上３製品をご紹介しましたが，それぞれの成

分内容を表４に示しましたので参照下さい。

　近年，哺育飼養は機械化の導入・普及に伴い，

管理体系が様変わりする様相を呈しています。そ

れによって，対応する製品の改善要求が一層され

てくる事でしょう。今後も当社では，動向・情勢

を把握しつつ，試験・調査の実践をふまえて品質

改良に努めて参ります。

　今後とも当社代用乳をお役立ていただきますよ

う，お願い致します。

表３　ＥＴ和牛出荷成績概要

光沢
と質

ＢＦＳ
№

きめ締まり光沢
ＢＣＳ
№

脂肪交雑
等級

ＢＭＳ
№

歩留
基準値

皮下脂肪
厚さ

ばら
厚さ

ロース芯
面積

等級
枝肉重量
（㎏）

出荷
月齢

出荷時体重
（㎏）

性別生年月日№

５３５５５４５１２７５．７２．０８．０６３Ａ－５
２１７
２１９

２９．７７１１雌Ｈ１０．７． １２１

５３５５５４５９７２．６５．７８．８６６Ａ－５
２４７
２４１

２９．３７７１雌Ｈ１０．７．１２４３

５３４４４４４６７０．３５．８７．１５４Ｂ－４
２３４
２３７

２９．４７６８雌Ｈ１０．７． ８４７

５３４４５４４７７２．８３．０８．３５６Ａ－４
２６８
２６６

２９．４８１５去勢Ｈ１０．７． ８３８

５３５５５３５９７５．１２．０８．９６０Ａ－５
２３７
２３７

２９．１７６９去勢Ｈ１０．７．１７５４

（東京食肉市場　平成１２年１２月）
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表４　保証成分

ＴＤＮ
％以上

ＤＣＰ
％以上

リン
％以上

カルシウム
％以上

粗灰分
％以下

粗繊維
％以下

粗脂肪
％以上

粗たんぱく質
％以上

代用乳

１１２．０
１１８．０
１０３．０

２４．０
２２．０
２５．０

０．６
０．３
０．３

０．７
０．４
０．４

１０．０
１０．０
１０．０

１．０
１．０
１．０

２０．０
２７．０
１４．０

２６．５
２３．０
２６．０

つよしくん
くろっけ
うしっ子


